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ゴーヤを頂きました 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご近所の方からゴーヤを頂き

ました。 

まだまだ残暑が厳しいなかで、

夏バテを吹き飛ばすよう、ゴー

ヤとたまごのチャンプルーにし

て美味しくいただきました。 
 

 

 

放生会 2019 
     森 本 信 明  
 

９月１２日から１８日まで、

博多三大祭りの一つ「筥崎宮放

生会」。西日本でも最多の露店・

出店数を誇る、千年以上の歴史

ある祭りです。 

 「生命を慈しみ秋の実りに感

謝する・生き物の殺生を慎む」

という主旨の祭事ですが、訪れ

る人にとってはそんな主旨なん

てどーでもよくって、ちょっと

着飾って、人混みの中で揺られ

ながら、買い食いをしたり、こ

こでしか味わえないチープで猥

雑で、だけどどこか懐かしい気

分に浸ることができます。 

放生会には着飾って。 

「博多の男たちは山笠では奥

さんにさんざん迷惑をかけたの

で、そのお返しに新しい着物を

買ってご機嫌を取る。これを放

生会着物（ほうじょうやぎもん）

と呼び、それを着て放生会に出

かける」と言われ、その通りで

すが、着飾るのは「ごりょんさ

ん」だけでなく家人全員です。 

今年もこうして家族全員で着

飾って放生会へ行くことができ

ました、ということを周囲にア

ピールする主人の見栄でもあり

ます。 

「衣装見るなら放生会」「放

生会着物やれんとは男の恥」こ

んな諺もありました。 

放生会には毎日行く。 

これは私のような筥崎宮の近

所に住む者だけの習慣だったか

もしれません。子供の頃は期間

中とにかく毎日なにかあると 

 

 

「放生会へ行きんしゃい」と怒

鳴られました。 

親戚も多く訪れるので子供の

世話なんて煩わしいと思った親 

の口癖でした。 

「放生会の浜風ぃ当たりゃぁ

風邪ひかん（放生会の浜風に当

たると風邪ひかぬ体に育つ）」

参道の端は海岸ですので浜風に

は当たりっ放しです。 

放生会で小銭を使う。 

いろんな露店があるので買い

物をいっぱいします。といって

もたいそうな買い物ではありま

せん。普段は口にしない菓子類

を買ったり、お化け屋敷や見世

物小屋へ入ります。 

昔は「新生姜」を大量に買い

近所に配るという風習もあった

そうです。 

風流とは縁遠かった私の祖父

でさえ、放生会では価値の不明

な盆栽を毎年買って帰り、祖母

に見つからないように庭の隅に

置いていたのを思い出します。 

福岡市民は祭り好き。 

福岡市民が祭り好き（イベン

ト好き）と言われますが、その

実「飽きやすの好きやす（惚れ

っぽいけど冷めやすい）」とい

う一面があることも事実です。 

放生会に一週間は思いっきり

放生会に浸りきり、浮ついた気

分でいることは福岡市民として

正しい在り方であると思います。

たぶん…。 
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“すっごいリアリティ” 
 

「新聞記者」"観ましたよ～ 
 

Ｋ．Ｓさんから感想が寄せら

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「映画『新聞記者』は、“すっご

いリアリティ”。すっきり終わら

ないところがより現実性を表現

していましたネ。 

松坂桃李の現実的選択がリア

リティさを増していました。 

私達の知らないところで、こ

うやって情報が操作され、事実

としてねつ造されて～それが真

実となってまかり通っていくと

したら、本当に恐ろしい事だと

思いました。 

物事の本質と報道の真偽を見

ぬく目をもっていたいと感じる

映画でした。 

次回の記事もたのしみにして

います。」 
 

＊「山ちゃんの映画観てある記」

で紹介した映画「新聞記者」を見

た方から、感想が寄せられました

ので、ご紹介します。 

 感想ありがとうございました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

国会での審議をすべき 
消費税増税前提の報道 

 

 

“どのカード決済が得か”と

ポイント還元の比較や、“店内で

の消費か、持ち帰りか、軽減税

率の仕組みがわかりにくい”と

いった報道が続いている。 

そのいずれもが、消費税増税

を前提とした報道だ。 

一方で、内閣改造で“誰々が

大臣になった”との報道がつづ

いている。 

しかし、国民生活に直接影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を与える課題や疑問に答えるた

めの国会は開かれていない。 

報道の姿勢として、“これでい

いのか”と思う。 
 

〇●〇●〇●〇●〇●〇● 
 

 

 
 

 

 

 

 

おやじバンド健在！！ 
 

 

おやじバ 

ンド「ヤジ 

ーＸ」の恒 

例のライブに出かけた。 

私と同世代のバンドだが、今

回も、熱気あふれる演奏で、会

場も大いに盛り上がった。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

映画大好きの山

ちゃんが、毎回、

自分の言葉で執

筆します。 

くまさんの 

コンサル日誌 

ビジネス総研株式会社 
福岡市博多区博多駅前４-３３-１１-７０２

☎092-409-4177 FAX092-409-4170 
E ﾒｰﾙ  kuma@b-souken.com 

http://www.b-souken.com 
 

番 外 編 

追悼 生涯現役のＴさん ご冥福をお祈りします。
生涯現役を貫かれた T さんがお亡くなりになった。F 社

の創業社長で現監査役であった。 
享年９１歳。ご冥福をお祈りいたします。 
T さんとは、私が全基連の賃金アドバイザーとして、１

７年前に初めて出会い、２０１２年には、F 社の創立５０

周年記念祝賀会で、F 社の事業継続・発展の神髄について

「T 社長のバイタリティ」のうえに、「信義、信頼、進取の

気風」を大切にした経営手腕が「５０年企業」を育てられ

てきたと、お祝いを述べた。 
同時に、創業時の資金繰りのご苦労や高度成長からオイ

ルショック低成長時代、バブル崩壊などを乗り越えてきた

「慎重さと堅実さ」も重要な要素であったと思っている。

当時、本をお書きになることをすすめたが、果たせなか

ったことを残念に思う。 
生涯現役の T さんのご冥福をお祈りいたします。合掌。


